
　日韓の交流中心地「江原道」へ　

カ　　ン　　ウ　　ォ　　ン　　ド

　

Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
田
川
会
長「
江
原
道
名
誉
知
事
」に
就
任
　

６月から１年間「ＪＡＴＡキャンペーン」実施

６月日に鉄原平和展望台で委嘱式
ＪＴＢ・阪急交通社・ＨＩＳ　各社１千人目標

観光と食の都・江原道
ＤＭＺ、ロケ地、タッカルビ！

春
　

川（
チ
ュ
ン
チ
ョ
ン
）

鉄
　

原（
チ
ョ
ロ
ン
）

将来２千万交流時代へ

江原道を交流中心地に

感動忘れず期待応える

江 原 道
崔文洵知事

日本、韓国、江原道結ぶ 田川博己会長

国交正常化周年連携

Ｋ Ａ Ｔ Ａ
呉敞熙会長

Ｋ Ｔ Ｏ
金萬眞室長

越智良典事務局長
Ｊ Ａ Ｔ Ａ

Ｊ Ａ Ｔ Ａ

Ｄ
Ｍ
Ｚ
、北
朝
鮮
眺
望

鉄
原
平
和
展
望
台

ド
ラ
マ
・
冒
険
の
島

南
怡
島

ナ

ミ

ソ

ム

湖
上
を
浮
遊
散
歩

昭
陽
江
ス
カ
イ
ウ
ォ
ー
ク

ソ

ヤ

ン

ガ

ン

甘
辛
い
鶏
肉
が
絶
品

春
川
タ
ッ
カ
ル
ビ

春
川
の
絶
景
を
一
望

九
峰
山
カ
フ
ェ
通
り

ク

ボ

ン

サ

ン

ツ
ー
リ
ス
ト
タ
ク
シ
ー
が
便
利

Ｄ
Ｍ
Ｚ
に
一
番
近
い
廃
駅

月
井
里
駅

ウ
ォ
ル
ジ
ョ
ン
ニ

傷
残
る
北
朝
鮮
建
造
物

労
働
党
舎
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韓
国
・
江
原
道
（
カ
ン
ウ
ォ
ン
ド
）
は
６
月

日
、
日
本
旅
行
業
協
会
（
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
）
の
田
川
博

己
会
長
を
名
誉
道
知
事
に
任
命
し
た
。
同
日
に
は
江
原
道
の
鉄
原
（
チ
ョ
ロ
ン
）
平
和
展
望
台
で
委

嘱
式
を
実
施
し
、委
嘱
状
の
授
与
や「
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」の
紹
介
な
ど
を
行
っ
た
。今
後
、

江
原
道
と
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
は
協
力
し
、
江
原
道
へ
の
誘
客
拡
大
を
図
る
。

韓国軍関係者からＤＭＺの説明を受ける田川会長ら

会
場
で
は
日
本
生
ま
れ
の
バ
リ
ス
タ
、
朴
利
秋
（
パ

ク
・
イ
チ
ュ
）
氏
の
コ
ー
ヒ
ー
が
振
る
舞
わ
れ
た

韓
国
最
北
に
あ
る
廃
駅
「
月
井
里

駅
」
を
視
察

ソ
イ
山
展
望
台
か
ら
Ｄ
Ｍ
Ｚ
、
北

朝
鮮
・
平
康
高
原
な
ど
を
視
察

昭
陽
江
ス
カ
イ
ウ
ォ
ー
ク

　
１
９
４
６
年
完
成
の
３
階
建
て

の
「
労
働
党
舎
」
は
、
北
朝
鮮
の

労
働
党
が
利
用
し
て
い
た
建
物
。

現
地
は
、
朝
鮮
戦
争
が
最
も
激
し

か
っ
た
場
所
の
一
つ
で
あ
り
、
終

戦
後
に
一
帯
は
韓
国
側
の
土
地
と

な
っ
た
。

　
建
物
に
は
砲
弾
や
縦
断
の
傷
跡

が
残
っ
て
お
り
、
倒
壊
し
な
い
よ

う
に
政
府
が
保
全
し
て
い
る
。

九
峰
山
「
サ
ン
ト
リ
ー
ニ
」

鉄
原
平
和
展
望
台

月
井
里
駅

労
働
党
舎

　
月
井
里

ウ
ォ
ル
ジ
ョ
ン
ニ

駅
は
、
北
朝
鮮
に
一

番
近
い
京
元
線
の
駅
。
１
９
５
０

年
の
朝
鮮
戦
争
で
爆
撃
に
よ
り
破

壊
さ
れ
廃
駅
と
な
っ
た
。
建
物
は

１
９
８
８
年
に
復
元
さ
れ
、
駅
と

し
て
の
機
能
は
現
在
な
い
。
駅
舎

の
奥
に
は
「
鉄
馬
は
走
り
た
い
」

と
書
か
れ
た
看
板
と
、
爆
撃
を
受

け
た
列
車
の
残
骸
が
残
さ
れ
て
い

る
。

メ
タ
セ
コ
イ
ヤ
の
並
木
道

春
川
名
物
「
タ
ッ
カ
ル
ビ
」

江
原
道
名
誉
知
事
に
委
嘱
さ
れ
た
田
川
会
長
（
左
）
と
崔
知
事

　
湖
畔
の
都
市
で
あ
る
春
川
を
九

つ
の
峰
が
び
ょ
う
ぶ
の
よ
う
に
囲

ん
で
い
る
。
九
峰
山

ク
ボ
ン
サ
ン

を
登
る
と
町

を
一
望
す
る
こ
と
が
で
き
、
「
九

峰
山
展
望
台
カ
フ
ェ
通
り
」
と
呼

ば
れ
て
い
る
。
お
し
ゃ
れ
な
イ
ン

テ
リ
ア
を
配
し
、
ゆ
っ
く
り
寛
ぎ

な
が
ら
食
事
が
楽
し
め
る
レ
ス
ト

ラ
ン
や
カ
フ
ェ
が
立
ち
並
ん
で
い

る
。

　
カ
フ
ェ
通
り
で
最
も
有
名
な
店

が「
サ
ン
ト
リ
ー
ニ
」だ
＝
写
真
。

結
婚
式
場
と
し
て
も
使
わ
れ
て
い

る
が
、
夜
は
春
川
の
夜
景
を
独
り

占
め
す
る
こ
と
が
で
き
る
お
勧
め

ス
ポ
ッ
ト
。

　
委
嘱
式
で
は
、
江
原
道
の
崔
文

洵
（
チ
ェ
・
ム
ン
ス
ン
）
知
事
ら

江
原
道
関
係
者
ら
が
田
川
会
長
の

顔
写
真
入
り
の
横
断
幕
を
掲
げ
る

な
ど
し
、Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
一
行
を
歓
迎
。

崔
知
事
か
ら
田
川
会
長
に
名
誉
道

知
事
の
委
嘱
状
を
授
与
す
る
ほ

か
、
名
誉
道
知
事
の
名
刺
が
手
渡

さ
れ
た
。
ま
た
、
江
原
道
、
Ｊ
Ａ

Ｔ
Ａ
、韓
国
観
光
公
社（
Ｋ
Ｔ
Ｏ
）

が
共
同
で
、
６
月
か
ら
１
年
間
Ｊ

Ａ
Ｔ
Ａ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
発
表
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
、

阪
急
交
通
社
、
Ｈ
Ｉ
Ｓ
が
中
心
と

な
り
、
江
原
道
へ
の
商
品
造
成
・

販
売
、
販
売
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を

行
う
。

　
式
典
で
は
崔
知
事
が
「
鉄
原
平

和
展
望
台
は
Ｄ
Ｍ
Ｚ
（
非
武
装
地

帯
）
か
ら
最
も
近
い
位
置
で
、
労

働
党
舎
が
あ
る
な
ど
、
戦
争
前
は

元
々
北
朝
鮮
だ
っ
た
場
所
。
こ
の

地
を
飛
び
交
う
タ
ン
チ
ョ
ウ
ヅ
ル

は
、
日
本
、
韓
国
、
北
朝
鮮
を
渡

り
、
そ
の
中
心
地
が
江
原
道
だ
」

と
３
カ
国
の
交
流
の
中
心
地
が
江

原
道
と
説
明
。
昨
年
に
江
原
道
で

開
催
さ
れ
た
平
昌
五
輪
に
つ
い
て

触
れ
「
単
一
国
家
で
最
も
多
く
、

ソ
チ
冬
季
五
輪
の
５
倍
と
な
る
観

光
客
を
送
客
し
て
く
れ
た
の
が
日

本
で
あ
り
、
感
謝
し
て
い
る
。
平

昌
五
輪
の
遺
産
は
和
解
、平
和
だ
。

こ
の
地
域
が
観
光
地
と
し
て
開
放

さ
れ
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
る
」
と

述
べ
た
。
ま
た
、
韓
国
を
訪
れ
た

外
国
人
に
訪
れ
た
い
場
所
を
テ
ー

マ
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
し
た
結
果
、

Ｄ
Ｍ
Ｚ
が
第
１
位
（
約
３
割
）
だ

っ
た
こ
と
を
紹
介
し
た
。

　
名
誉
知
事
と
な
っ
た
田
川
会
長

は「
平
昌
五
輪
で
も
連
携
し
た
が
、

今
後
は
さ
ら
に
連
携
を
深
め
て
い

き
た
い
。
韓
国
の
歴
史
や
文
化
を

知
ら
な
い
と
日
本
の
歴
史
を
語
れ

な
い
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
。
名

誉
知
事
の
職
責
を
果
た
し
、日
本
、

韓
国
、
江
原
道
の
絆
が
深
ま
る
よ

う
に
タ
ン
チ
ョ
ウ
ヅ
ル
の
よ
う
に

努
力
し
た
い
」と
決
意
を
語
っ
た
。

　
来
賓
か
ら
は
、
韓
国
旅
行
業
協

会
（
Ｋ
Ａ
Ｔ
Ａ
）
の
呉
敞
熙
（
オ

・
チ
ャ
ン
ヒ
）
会
長
が
「
韓
国
の

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
ソ
ウ
ル
に
集
中

し
て
い
る
こ
と
が
悩
み
で
あ
り
、

今
後
は
地
方
に
訪
れ
る
形
へ
と
変

え
て
い
き
た
い
。
今
は
両
国
で
１

千
万
人
が
行
き
来
し
て
い
る
が
、

将
来
的
に
は
１
５
０
０
万
、
２
千

万
人
へ
と
共
に
伸
ば
し
て
い
き
た

い
」
と
目
標
を
示
し
た
。

　
Ｋ
Ｔ
Ｏ
の
金
萬
眞
（
キ
ム
・
マ

ン
ジ
ン
）
海
外
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

室
長
は
「
来
年
は
国
交
正
常
化


周
年
を
迎
え
る
。
さ
ら
な
る
交
流

の
活
性
化
の
た
め
に
も
力
添
え
い

た
だ
き
た
い
」
と
連
携
を
呼
び
掛

け
た
。

　
江
原
道
名
誉
道
知
事
は
江
原
道

の
発
展
、
利
益
の
創
出
の
た
め
に

人
的
資
源
の
確
保
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
に
向
け
て
運
営
条
例
の

も
と
に
厳
正
な
審
査
の
も
と
選

出
。
今
後
は
、
諮
問
や
政
策
的
な

提
言
、広
報
な
ど
を
行
う
予
定
だ
。

日
本
人
で
名
誉
知
事
と
な
っ
た
の

は
鳥
取
県
の
平
井
伸
治
知
事
に
続

き
２
人
目
。

　
江
原
道
は
２
０
１
９
年
の
外
国

人
観
光
客
の
目
標
人
数
に
３
０
０

万
人
を
掲
げ
て
い
る
。
日
本
か
ら

の
誘
致
は
、
２
割
で
あ
る

万
人

に
設
定
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
江
原
道
で
は
３
月
に
新

Ｌ
Ｃ
Ｃ
と
し
て
フ
ラ
イ
江
原
（
カ

ン
ウ
ォ
ン
）
が
設
立
。
交
流
拡
大

に
向
け
、
襄
陽
国
際
空
港
か
ら
日

本
へ
の
チ
ャ
ー
タ
ー
便
を
運
航
す

る
ほ
か
、
将
来
的
に
は
定
期
便
を

就
航
さ
せ
る
計
画
だ
。

　
委
嘱
式
の
後
は
、
江
原
道
内
の

ホ
テ
ル
で
懇
親
会
が
開
か
れ
、
両

国
の
絆
を
深
め
た
。
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
の

越
智
良
典
事
務
局
長
は
「
委
嘱
式

を
な
ぜ
鉄
原
で
行
う
の
か
と
思
っ

た
が
、
実
際
こ
の
地
に
来
て
視
察

し
、
皆
さ
ま
に
も
も
て
な
さ
れ
１

０
０
倍
感
動
し
た
。
こ
の
感
動
を

忘
れ
ず
、
期
待
に
応
じ
ら
れ
る
よ

う
に
頑
張
り
た
い
」
と
意
気
込
ん

だ
。

　
春
川
で
は
、
「
ツ
ー
リ
ス
ト
タ

ク
シ
ー
」
で
の
タ
ク
シ
ー
観
光
が

便
利
だ
。
外
国
人
客
限
定
で
、
３

時
間
２
万
㌆
（
約
２
千
円
、
最
大

４
人
ま
で
乗
車
可
能
）
で
乗
り
放

題
と
い
う
タ
ク
シ
ー
プ
ラ
ン
だ
。

必
須
観
光
地
（
昭
陽
江
ス
カ
イ
ウ

ォ
ー
ク
、
中
央
市
場
＆
ユ
ク
リ
ム

峠
、風
物
市
場
か
ら
１
カ
所
選
択
）

を
含
み
、
３
時
間
以
内
で
あ
れ
ば

好
き
な
場
所
に
自
由
に
行
け
る
。

　
予
約
は
ウ
ェ
ブ
、
ま
た
は
タ
ク

シ
ー
乗
り
場
で
あ
る
春
川
駅
観
光

案
内
所
で
も
で
き
る
。
日
本
語
対

応
可
。
江
原
道
内
で
は
、
江
陵

（
カ
ン
ヌ
ン
）
で
も
同
プ
ラ
ン
が

あ
る
。
問
い
合
わ
せ
は
、
江
原
道

観
光
広
報
事
務
所
☎
０
３
（
５
３

６
９
）
１
８
６
０
。

　
２
０
０
７
年
に
開
業
し
た
観
光

名
所
で
、Ｄ
Ｍ
Ｚ（
非
武
装
地
帯
）

と
奥
に
広
が
る
北
朝
鮮
を
望
む
こ

と
が
で
き
る
。

　
展
望
台
に
は
入
り
口
か
ら

人

乗
り
の
モ
ノ
レ
ー
ル
に
乗
車
し
て

行
く
こ
と
が
で
き
、
館
内
外
で
は

展
望
室
の
ほ
か
、
第
２
ト
ン
ネ
ル

と
軍
の
兵
舎
、
検
問
所
を
再
現
し

た
も
の
、
非
武
装
地
帯
を
紹
介
す

る
パ
ネ
ル
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い

る
。

笑
顔
が
絶
え
な
い
ス
タ
ッ
フ

　
南
怡
島

ナ
ミ
ソ
ム

は
、
一
周
５
㌔
、
徒
歩

で
約
１
時
間
半
で
回
れ
る
ア
ド
ベ

ン
チ
ャ
ー
ラ
ン
ド
だ
。
「
冬
の
ソ

ナ
タ
」
の
ロ
ケ
地
と
し
て
も
知
ら

れ
、「
メ
タ
セ
コ
イ
ヤ
の
並
木
道
」

「
口
づ
け
雪
だ
る
ま
」
で
写
真
を

撮
ろ
う
と
、
韓
国
か
ら
は
年
間
３

０
０
万
人
、
外
国
か
ら
も
年
間
１

０
０
万
人
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い

る
。

　
本
土
か
ら
船
に
乗
り
約
５
分
。

総
面
積
約

万
坪
の
島
に
は
、四

季
が
豊
か
な
自
然
の
ほ
か
、ホ
テ

ル（

室
）、レ
ス
ト
ラ
ン
、芸
術
作

品
が
飾
ら
れ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、キ

ャ
ン
プ
施
設
な
ど
が
そ
ろ
っ
て
い

る
。ま
た
、ダ
チ
ョ
ウ
や
ク
ジ
ャ

ク
、
リ
ス
な
ど
か
わ
い
い
動
物
た

ち
も
出
迎
え
て
く
れ
る
。
島
内
を

巡
る
に
は
、
電
動
自
動
車
を
借
り

て
回
る
こ
と
も
お
す
す
め
だ
。

　
南
怡
島
は
、
「
ナ
ミ
ナ
ラ
共
和

国
」
と
い
う
名
を
独
自
に
付
け
て

パ
ス
ポ
ー
ト
も
発
行
し
て
お
り
、

独
自
の
通
貨
を
使
用
し
て
楽
し
む

こ
と
が
で
き
る
。

　
昭
陽
江

ソ
ヤ
ン
ガ
ン

ス
カ
イ
ウ
ォ
ー
ク
は
、

長
さ
１
７
４
㍍
、
底
が
ガ
ラ
ス
の

区
間
が
１
５
６
㍍
の
韓
国
最
長
の

ス
カ
イ
ウ
ォ
ー
ク
施
設
だ
。
ガ
ラ

ス
張
り
の
床
か
ら
は
、
水
面
が
素

通
し
で
見
え
る
よ
う
に
な
っ
て
お

り
、
湖
の
上
を
歩
い
て
い
る
よ
う

な
感
覚
を
味
わ
え
る
。

　
橋
の
先
端
に
は
、
昭
陽
江
と
北

漢
江
の
合
流
地
点
に
位
置
し
魚
類

が
豊
か
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
淡

水
魚
の
皇
帝
「
高
麗
桂
魚
（
コ
ウ

ラ
イ
ケ
ツ
ギ
ョ
）
」
の
像
が
建
っ

て
い
る
。

　
ま
た
、
俳
優
で
あ
る
チ
ャ
ン
・

グ
ン
ソ
ク
さ
ん
が
主
役
を
演
じ
た

韓
国
ド
ラ
マ
「
ス
イ
ッ
チ
」
の
ロ

ケ
地
と
し
て
も
有
名
だ
。

　
入
場
料
は
２
千
㌆
。
入
場
券
は

切
符
売
り
場
で
「
春
川
愛
の
商
品

券
」
と
し
て
戻
さ
れ
、
春
川
の
ほ

と
ん
ど
の
店
で
使
え
る
。

　
食
べ
な
け
れ
ば
春
川
に
来
た
意

味
が
な
い
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
、
春

川
の
代
表
的
な
グ
ル
メ
が
「
タ
ッ

カ
ル
ビ
」
だ
。
カ
ル
ビ
自
体
で
は

な
く
バ
ラ
鶏
肉
を
干
し
肉
に
す
る

よ
う
に
分
厚
く
広
げ
、
味
付
け
を

し
て
し
ば
ら
く
寝
か
し
た
肉
を
、

野
菜
と
一
緒
に
鉄
板
で
食
べ
る
料

理
。

　
春
川
市
内
に
あ
る
「
炭
焼
き
タ

ッ
カ
ル
ビ
家
」
は
、
約

年
の
歴

史
が
あ
る
春
川
で
一
番
古
い
タ
ッ

カ
ル
ビ
の
店
。
甘
辛
い
味
付
け
の

肉
を
炭
火
で
焼
く
と
芳
ば
し
い
香

り
が
漂
い
、
食
欲
を
そ
そ
る
。
ぜ

ひ
訪
れ
て
ほ
し
い
。

　
店
で
は
、
春
川
で
も
う
一
つ
有

名
な
料
理「
混
ぜ
そ
ば（
マ
ッ
ク
ク

ス
）」も
味
わ
え
る
。
一
見
、
冷
麺

に
も
見
え
る
が
、
純
そ
ば
粉
を
練

っ
て
作
ら
れ
た
麺
は
も
ち
っ
と
し

た
食
感
で
、
キ
ム
チ
や
大
根
入
り

水
キ
ム
チ
の
ス
ー
プ
に
入
れ
て
食

べ
た
り
、野
菜
や
味
付
け
ソ
ー
ス
、

酢
、
か
ら
し
、
肉
だ
し
汁
を
混
ぜ

て
一
緒
に
食
べ
る
と
お
い
し
い
。


